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６月２９日、盛岡広域振興局長、八幡平市

長連名による「安定的な雇用の確保等に関す

る要請書」を受理しました。同日、当商工会

を訪れた高橋達也振興局長と遠藤商工観光

課長(田村市長代理)が髙橋会長に同要請書

を手渡し、県民生活の向上のためには安定的

な雇用の確保が不可欠なことから、新規学卒

者の採用枠の確保、安定的な雇用の確保、多

様な人材の雇用の場の確保、女性の活躍促進

に向けた雇用環境の確保、働き方改革に向け

た取組の推進に努められたい旨要請があり

ました。 

各会員事業所におかれましては、新型コロナ感染症拡大の影響により大変厳しい経営環

境にありますが、新規学卒者の採用枠の確保、雇用の維持と安定的な雇用の確保にご配慮

くださるようお願いします。 

 

７月２６日（月）、８月２０日（金）に八幡平市商工会館において、㈱ディセンターの

宮島章吉氏を講師にお迎えし、事業計画作成ＷＥＢセミナーを開催しました。 

事業計画の作成と言っても「何をどうすれば良いのか分からない」というのが、多くの

中小企業にとっての悩みです。小規模事業者持続化補助金やものづくり補助金などの補助

金を申請する場合には、事業計画書の作成は必須となります。 

７月２６日の集団セミナーでは、９マスの項目をバ

ランス良く考えるだけで、誰でも、簡単に、素早く、

効果的な現状分析やビジネスモデル作りができるツー

ル「イノベーションマトリックス」を用いた思考法に

ついてご講義いただきました。 

また、８月２０日の個別相談会では、参加者に事前

に記入していただいたイノベーションマトリックスを

もとに講師がヒアリングを行い、事業所の強みや課題

を抽出する現状分析、経営ビジョンの明確化に取り組

みました。 
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 八幡平市商工会が経営発達支援計画（国の認定 R2～R6 年度）に基づき、令和２年度に実

施した伴走型支援事業に関して第三者で構成する事業評価委員会（委員長 熊谷智義 地

域計画代表ほか４人）が６月２８日に開催され、商工会が実施した事業者の経営状況分析・

経営計画策定支援、計画策定後のフォローアップなど新たな需要開拓に向けた支援等の実

績を評価しました。 

熊谷委員長は、全体としては新型コロナ感染症対策で業務量が多くなった中、計画の達

成に向けて職員が一体となって取り組み、数値に示された目標を超えた内容であったと各

委員の意見を総括しました。（事業評価の内容は商工会ＨＰをご覧ください） 

今年度も各種助成金への申請支援などの個者支援をはじめ、新たな需要の開拓や地域経

済の活性化に資する取り組みを強化してまいります。 

 

 

伴走型支援事業の一環で、貝印㈱カイハウスク

ラブに所属している料理研究家による八幡平市の

食材と工芸品を活用したレシピ開発が始まりま

す。食材・工芸品の紹介動画を料理研究家に向け

て、９月中旬にオンライン配信するため､市内 15

社の企業のプレゼンテーション動画の撮影を行い

ました。過去の八幡平市の食材を活用したハチク

ラレシピは、https://hachikura-recipe.com/ で 

      ご覧いただけます。 

 

 

持続化補助金は、小規模事業者が行う販路開拓や生産性向上の取組に要する経費の一部

を支援する制度です。例えば… 

 コロナ禍の今だからこそ補助金をうまく活用して、新たなビジネスやサービス、生産プ

ロセスの改善に取り組みませんか。経営計画書、補助事業計画書の作成については、商工

会で支援いたします。詳細については、商工会にお問い合わせください。 

【公募スケジュール】 

一般型 第 6 回締切：令和 3 年 10 月 1 日（金）、第 7回締切：令和 4年 2月 4日（金） 

低感染リスク型 第 4 回締切：令和 3年 11 月 10 日（水）、 

第 5回締切：令和 4年 1月 12 日（水）、第 6回：令和 4年 3月 9日（水） 

プレゼン動画撮影の様子 

・販路拡大に向けて、「インバウンド向けの英語表記メニュー」や「のぼり」を作成。 

・そば粉の製粉に使用する機械を一新し、そば粉の前処理の安定化、かつ時間短縮化 

により、事業再開後の繁忙期の売り切れなどを回避。 

・インバウンド需要取り込みのため、旅館にて、外国語版ウェブサイトでピクトグラ

ムの活用やムスリム対応情報を発信し、外国人団体旅行予約の拡大を図る。 
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去る７月２９日青年部（上野康平部長）は、地元

唯一の高等学校である岩手県立平舘高等学校（以

下、平舘高校）と連携し、同校の２年生５２人を対

象に企業説明会を開催いたしました。 

コロナ禍においての開催ということもあり、会場

の換気をよくすることと、企業と生徒の間の距離の

確保とアクリル板を設置するなど、感染症対策を徹

底致しました。  

参加企業は当商工会員の事業所２０社で、たくさんの地元企業の情報を提供することが

出来ました。 

青年部では今後も平舘高校との連携を進め、会員企業の認知度の向上を図るとともに、

「地元の企業で働きたい」という若者を増やすための事業を実施していきます。皆様のご

協力をお願いいたします。 

 

 

 去る９月８日（水）、tamari 窯の髙村麻里さんを

講師に、八幡平市商工会館で陶芸教室を開催しま

した。岩手緊急事態宣言が発出されている中でし

たが、こういう時こそ部員との意見交換、交流を

行おうと十分な感染対策のもと実施することがで

きました。 

今回はマグカップを作成し、残った材料でお皿

なども作成できました。同じ材料や工程なのに参加者それぞれ個性光る作品ができ、参加

者からは２か月後の仕上がりがとても楽しみという声がありました。陶芸教室の後は、髙

村さんから陶芸をはじめられた経緯などのお話を伺いながら、部員同士の親睦を深めまし

た。

 
下記の理事会において、５事業所が承認され入会致しました。 

理事会開催日 地 区 事 業 所 名 業 種 

令和３年７月６日 西 根 ８ackathon サービス業 

松 尾 ㈱太極舎 製造業 

西 根 Zakka＆café nii-ni 飲食業・雑貨小売 

西 根 宝介 R282 八幡平 飲食業 

安 代 民宿さかもと 宿泊業 

マグカップ作りに挑戦する部員 

生徒に説明をする地元企業 
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月次支援金を申請する場合は、「登録確認機関での事前確認」が必要となります。「登録

確認機関での事前確認」が受けられるのは申請期限の数日前までとなりますので、下記の

期限までに受付を行ってください。４月分、５月分、６月分の申請受付は終了しました。 

7 月分：2021 年 9 月 27 日、8月分：2021 年 10 月 26 日、9月分：2021 年 11 月 25 日 

１店舗当たりの上限額    30 万円 ⇒   40 万円 

 １事業者当たりの上限額 150 万円 ⇒ 200 万円 

 

「新型コロナウイルス感染症岩手緊急事態宣言（令和 3年 8月 12 日発出）」に伴う経営

への影響拡大を踏まえ、緊急事態宣言期間を含む場合、支援金の上限額が引き上げられま

す。既に、本支援金の支給を受けている場合には、宣言期間を含む期間での変更申請が可

能です。詳細については、八幡平市商工会ホームぺージをご確認ください。 

 

八幡平市では、「いわて飲食店安心認証制度」による認証を受けた。新型コロナウイル

ス感染症の拡大防止に取り組む事業者に、認証制度の利用促進を図るとともに市内飲食店

の事業継続を支援する認証店応援事業を実施します。 

認証を受けた市内の認証店舗１件につき 10 万円を交付します。なお、複数店舗の認証

を受けた場合は、１事業者につき 50 万円を上限とします。 

申請期限は、令和３年１２月２８日（火）１７時（必着）で、申請書類を八幡平市役所

商工観光課の窓口または郵送にて提出してください。 

詳細については、八幡平市ホームページをご確認ください。 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内事業者の事業継続支援のため、水道料金

などを減免する申請が９月３０日（木）で終了します。詳細については、八幡平市ホーム

ページをご確認いただくか上下水道課経理係にお問い合わせください。 


